
秩父消防本部では、平成 22 年度から分署建
設工事を進めています。災害時における防災
拠点としての機能を充実し、秩父地域の安全
と安心をお守りします。

消
防
力
の
強
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
！

統
合
分
署
建
設
中
！

消防署南分署（完成予想図）平成 25年12月運用開始予定
管轄地区　秩父市影森地区，久那地区，浦山地区，
 荒川地区，大滝地区
管轄地区　秩父市影森地区，久那地区，浦山地区，
 荒川地区，大滝地区

消防署西分署（完成予想図）平成26年運用開始予定
管轄地区　小鹿野町，秩父市吉田地区

消防署北分署平成24年 8月1日運用開始
管轄地区　
皆野町，長瀞町

消防署東分署平成23年 8月1日運用開始
管轄地区　横瀬町
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kouiki@c-kouiki.jp
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組合事務事業紹介

管
理
者

久
喜
邦
康

　■ 廃棄物の収集及び処理に関すること。
　■ 火葬場、葬祭施設、霊柩車の設置及び維持管理に関すること。
　■ 消防に関すること。　
　■ 結核予防に関するエックス線検査に関すること。
　■ 循環器検査に関すること。　

　■ 救急医療施設に関すること。
　■ 介護認定審査会の設置及び運営に関すること。
　■ 知事の権限移譲事務に関すること。
　■ 自立支援審査会の設置及び運営に関すること。

平成25年度予算概要平成25年度予算概要平成25年度予算概要
歳 入歳 入歳 入歳 出歳 出歳 出

　
歳
入
は
構
成
市
町
か
ら
の
負
担
金

が
、二
十
五
億
二
千
七
百
三
十
四
万

九
千
円
で
、総
額
の
五
十・九
％
を
占

め
て
い
ま
す
。そ
の
他
の
収
入
は
斎

場
の
使
用
料
、廃
棄
物
処
理
手
数

料
、消
防
手
数
料
の
ほ
か
国
庫
補
助

金
、基
金
繰
入
金
、組
合
債
な
ど
で

す
。

　　
議
会
費
は
、組
合
議
会
の
運
営
経

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

総
務
費
は
、組
合
の
庶
務
や
財
政
事

務
な
ど
を
行
う
経
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

民
生
費
は
、介
護
認
定
審
査
会
、自

立
支
援
審
査
会
の
運
営
経
費
で
す
。

　
衛
生
費
は
、予
算
総
額
の
五
十
三・

二
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、結
核
予

防
費
や
火
葬
場
費
な
ど
の
保
健
衛
生

費
と
清
掃
費
が
含
ま
れ
て
お
り
、新

火
葬
場
建
設
費
用
、ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
経
費

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
費
は
、四
十
一・二
％
を
占
め

て
い
ま
す
が
、分
署
庁
舎
建
設
工
事
、

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
工
事

費
用
な
ど
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、公
債
費
や
諸
支
出
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

組
合
に
入
る
お
金（
歳
入
）

組
合
で
使
う
お
金（
歳
出
）

分担金及び
負担金
2,527,349千円
50.90％

衛生費
2,639,618千円
53.17％

組合債
1,085,815千円

21.87％消防費
2,045,514千円

41.20％

諸収入
48,439千円

0.98％

総務費
115,180千円 2.32％

議会費
2,824千円 0.06％

予備費
30,000千円 0.60％

公債費
63,237千円

1.27％

諸支出金
1,700千円
0.03％

繰越金
150,000千円

3.02％

繰入金
219,268千円

4.42％

財産収入
2,668千円
0.05％

使用料及び手数料 
245,560円 4.95％

民生費
66,749千円 1.34％ 国庫支出金

685,723千円 13.81％

49億6,482万2千円49億6,482万2千円49億6,482万2千円歳入歳出
予 算 額

秩父広域市町村圏組合で共同処理している事務は以下のとおりです。

管理者あいさつ管理者あいさつ管理者あいさつ
　
本
組
合
は
、昭
和
四
十
五
年
四
月
に
秩
父
圏
域
の
市

町
村
の
事
務
の一部
を
共
同
で
処
理
す
る
目
的
で
設
置
さ

れ
た
地
方
公
共
団
体
で
す
。

　
現
在
は
、秩
父
市
、横
瀬
町
、皆
野
町
、長
瀞
町
、小
鹿

野
町
の一市
四
町
の
ご
み
処
理・消
防
を
は
じ
め
と
す
る
圏

域
住
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に
密
接
し
た
九
つ
の
業
務
を

行
って
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、発
足
か
ら
四
十
三
年
を
迎
え
、組
合
で
は
施
設

の
建
て
替
え
等
を
含
め
、五
十
年・百
年
先
を
見
据
え
た

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、特
に
新
火
葬

場
建
設
事
業
及
び
秩
父
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
基
幹
的
設

備
改
良
工
事
が
、地
元
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、事
業
に
着
手
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
現
在
、新
火
葬
場
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成

二
十
八
年
度
中
の
竣
工
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、基
幹
的
設
備
改
良
工
事
で
は
、新
し
く
ご
み
の

焼
却
熱
を
利
用
し
た
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

施
設
の
電
力
全
て
が
ま
か
な
え
、余
剰
電
力
も
売
却
で
き

る
こ
と
か
ら
、経
費
節
減
が
で
き
、災
害
等
に
も
強
く
、環

境
に
や
さ
し
い
施
設
へ
生
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
本
組
合
で
行
っ
て
い
る
業
務
は
、一日
た
り
と
も
と
ど
こ

お
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。今
後
も
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
、そ
し
て
安
全
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
組
合
議
会
と
と
も
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
こ
ん
に

ち
は
。

　
私
は
本
組
合
の

管
理
者
を
務
め
て

お
り
ま
す
秩
父
市

長
の
久
喜
邦
康
で

す
。広
報
ち
ち
ぶ
広

域
の
発
刊
に
あ
た

り
ま
し
て
、ご
あ
い

さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。



　
秩
父
斎
場
は
、昭
和
48
年
の
竣
工
か

ら
40
年
が
経
ち
、老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。ま
た
、火
葬
炉
か
ら
出
る
黒
煙・

臭
気
な
ど
の
環
境
問
題
、駐
車
場
不
足

に
よ
る
路
上
駐
車
な
ど
に
よ
り
近
隣
に

お
住
ま
い
の
方
々
に
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。更
に
は
、待
合
室

な
ど
の
各
施
設
は
、利
用
さ
れ
る
方
々

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、本
組
合
で
は
、現
斎

場
と
隣
接
す
る
秩
父
市
営
馬
場
の
敷

地
を
利
用
し
た
新
火
葬
場
建
設
に
つ
い

て
、地
元
下
宮
地
町
会
の
秩
父
斎
場
建

設
対
策
協
議
会
と
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。火
葬
場
は
、負
の
イ
メ
ー
ジ

が
大
き
い
た
め
、多
く
の
先
進
事
例
で

は
建
設
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

中
で
、同
協
議
会
に
は
、熱
心
に
ご
協
議

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。昨
年
７
月
に
本

組
合
と
同
協
議
会
で「
秩
父
斎
場
建
て

替
え
に
係
る
基
本
協
定
書
」の
調
印
を

行
い
、新
火
葬
場
建
設
に
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、平
成
28
年
度
中
の
竣
工
を

目
指
し
て
設
計
業
務
を
進
め
て
い
ま

す
。新
火
葬
場
は
、近
隣
の
生
活
環
境

に
配
慮
す
る
た
め
、最
新
の
公
害
防
止

設
備
を
備
え
た
火
葬
炉
や
敷
地
周
辺

に
緑
地
帯
を
設
け
、住
宅
か
ら
火
葬
場
が
見
え
な

い
配
慮
を
行
う
計
画
で
す
。

　　
平
成
25
年
度
　
基
本
設
計

　
平
成
26
年
度
　
実
施
設
計

（
平
成
25・26
年
度
で
市
営
馬
場
を
移
転
）

　
平
成
27
年
度
　
建
設
着
手

　
平
成
28
年
度
　
中
頃
ま
で
に
建
物
を
完
成
し
、

 
現
斎
場
を
解
体
。年
度
末
ま
で
に 

 
駐
車
場
整
備
と
植
栽
を
実
施
。

　
施
設
の
主
要
な
項
目
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

詳
細
そ
の
他
に
つ
い
て
は
設
計
業
務
に
お
い
て
検

討
す
る
た
め
、変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

　
左
記
業
務
に
つ
い
て
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
選
定
し
て
い
ま
す
。

 

建
築
設
計

㈱
梓
設
計 [

東
京
都
品
川
区]

（
選
定
理
由
）使
い
や
す
い
諸
室
構
成
の
考
え
方
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
動
線
計
画
及
び
待
合
空

間
と「
里
の
森
」の
風
景
と
の
調
和
が
図
ら
れ
て
い

る
な
ど
に
よ
る
。

 

火
葬
炉
設
備

太
陽
築
炉
工
業
㈱[

福
岡
市
博
多
区]

（
選
定
理
由
）公
害
防
止
に
対
す
る
方
針
と
設
備

に
お
け
る
対
策
、故
障
な
ど
に
対
す
る
二
重
三
重

の
安
全
対
策
、火
葬
作
業
の
効
率
化
と
省
力
化
、

遺
体
へ
の
配
慮
な
ど
に
よ
る
。

▼
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

▼
施
設
概
要

▼
選
定
業
者

敷地面積
延べ床面積
火葬炉

公害防止設備

火葬燃料
待合室
駐車台数
緑地帯

22,800㎡

2,800～3,200㎡

人体炉　4基

動物炉　1基

再燃焼炉（排ガス用燃焼炉）

排ガス冷却装置

集じん機（バグフィルター）

ＬＰガス

5室（40～50人収容/室）

80～85台（上乗せ検討）

敷地際に緑地帯を設置

駐車場
（現秩父斎場）

緩衝緑地帯
火葬場建物

（現秩父市営馬場）

新火葬場施設配置案
施設イメージ
この図は、建築設計業者
を選定した時点の施設イ
メージです。今後、建築設
計を進める中で変更する
場合があります。

秩
父
斎
場
か
ら
の

           

お
願
い

　
棺
に
納
め
る
副
葬
品
に
つ
い
て
は
、

黒
煙
や
臭
気
の
元
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。副
葬
品
の
量
に
も
関
係
し
ま

す
の
で
、特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
秩
父
斎
場
は
駐
車
台
数
が
少
な
く
、

路
上
駐
車
な
ど
が
発
生
す
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。葬
儀
で
用
意
さ
れ
た
バ
ス

な
ど
へ
乗
り
合
い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

複
数
の
業
者
か
ら
企
画
提
案
や
技
術
提
案

を
提
出
さ
せ
、提
案
内
容
を
審
査
し
、企
画

内
容
や
業
務
遂
行
能
力
が
最
も
優
れ
た
者

と
契
約
す
る
方
式
。

ー
ー
平
成
28
年
度
完
成
を
目
指
し
て
ーー

新
火
葬
場
建
設
事
業
始
ま
る
！

※



秩
父
ク
リ
�
ン
セ
ン
タ
�
に

蒸
気
タ
�
ビ
ン
発
電
設
備
を
新
設

平
成
26
年
度
に
発
電
開
始
！

平
成
26
年
度
に
発
電
開
始
！

　
秩
父
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、平
成
9

年
7
月
の
竣
工
か
ら
16
年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。

　
平
成
24
年
度
よ
り
平
成
26
年
度
の
3
ヶ
年

継
続
事
業
と
し
て
、ご
み
の
焼
却
に
よ
り
発

生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
図
る

こ
と
か
ら
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
新
設
す

る
と
と
も
に
、施
設
の
向
こ
う
15
年
以
上
の

稼
働
を
目
標
と
す
る
長
寿
命
化
の
た
め
、基

幹
的
設
備
改
良
工
事
に
着
工
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
は
、環
境
省

の
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
の
大
き
な
柱
の
一
つ

は
、ご
み
の
焼
却
に
よ
り
発
生
す
る
廃

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
発
電
を

行
う
、定
格
出
力
が
１
，４
０
０
Ｋ
Ｗ
の

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
設
置
す
る

こ
と
で
す
。

　
秩
父
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、１
日

に
75
ｔ
の
焼
却
処
理
能
力
の
焼
却
炉

が
２
炉
あ
り
ま
す
が
、通
常
は
１
炉
の

交
互
運
転
を
実
施
し
て
お
り
、１
炉
運

転
に
よ
る
発
電
出
力
は
約
１
，０
０
０

Ｋ
Ｗ
ｈ
の
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
発
電
に
よ
り
、秩
父
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
内
で
使
用
す
る
電
力
を
賄

い
、余
剰
電
力
を
電
力
会
社
に
売
電
す

る
予
定
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
無
線
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

①
無
線
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
増
加 

　
利
用
可
能
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
増
加
し
や
す
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、事
案
別
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
区
別
可
能
。

②
通
信
の
秘
匿
性
向
上
に
よ
る
搬
送
患
者
の
個
人
情
報

等
の
保
護

　
通
信
の
秘
匿
性
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
販
の一般
的
な
無

線
機
で
は
傍
受
で
き
な
く
な
る
た
め
、搬
送
患
者
の
個
人
情
報
、テ

ロ
等
国
民
保
護
事
案・特
殊

災
害
事
案
に
お
け
る
機
密

情
報
等
の
保
護
強
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

　
平
成
24
年
度
事
業
と
し
て
、既
存
施

設
の
焼
却
炉
内
の
一
部
補
修
、各
設
備

の
送
風
機
、ポ
ン
プ
及
び
電
動
機
の
更

新
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
は
、引
き
続
き
既
存
施

設
の
各
設
備
機
器
の
更
新
と
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
設
置
の
地
盤
改

良
工
事
、土
木
工
事
、基
礎
工
事
を
7

月
に
完
了
し
、現
在
躯
体
工
事
等
の
建

設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
終
年
度
の
平
成
26
年
度
は
、蒸
気

タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
の
試
運
転
を
開

始
し
、予
備
性
能
試
験
、総
合
性
能
試

験
を
行
い
、平
成
26
年
12
月
に
施
工
業

者
か
ら
引
き
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

工
事
の
進
捗
状
況

効
率
的
施
設

　
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
の
設
置
に

よ
り
、年
間
の
発
電
量
は
、約
8
4
0

万
Ｋ
Ｗ
ｈ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
発
電
量
の
う
ち
、秩
父
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
使
用
電
力
量

は
、約
５
２
０
万
Ｋ
Ｗ
ｈ
、余
剰
電
力
の

売
電
量
は
、約
3
2
0
万
Ｋ
Ｗ
ｈ
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
発
電
量
を
電
気
使
用
料
で
見
て

み
ま
す
と
、秩
父
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
使
用
料
金
で
約
６
，９
０
０
万
円
、余

剰
電
力
の
売
電
料
金
が
約
２
，６
０
０

万
円
で
約
９
，５
０
０
万
円
の
経
費
が

削
減
可
能
と
な
り
ま
す
。

経
費
削
減

　
焼
却
の
際
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
回
収・利
用
す
る
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
削
減
し
、温
室
効
果
ガ
ス
の
発

生
も
抑
制
し
ま
す
。

　
ま
た
、地
震
や
事
故
等
に
よ
る
停
電

発
生
の
場
合
に
も
自
立
運
転
が
可
能

と
な
り
、安
全
で
安
定
し
た
ご
み
の
焼

却
処
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

消
防
救
急
無
線
の

　
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行

　
電
波
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、平
成
28
年
6
月
1
日
か
ら
現
在
の

ア
ナ
ロ
グ
無
線
方
式
か
ら
、デ
ジ
タ
ル
無
線
方
式
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、当
消
防
本
部
で
は
平
成
25・26
年
度
の
2
か
年
継
続

事
業
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。基
本
構
想
で
は
、秩
父
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
と
秩
父
消
防
本
部
に
基
地
局
を
配
置
し
、無
線
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
確
保
と
不
感
地
帯
の
減
少
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

　
ま
た
、多
額
の
費
用
投

資
、通
信
範
囲
が
狭
く
な

る
傾
向
が
あ
る
等
の
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す

が
、デ
ジ
タ
ル
無
線
の
特

性
を
生
か
し
た
通
信
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ナ
ロ
グ
無
線
か
ら
デ

ジ
タ
ル
無
線
へ
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
で
き
る
よ
う
務
め

ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

バックアップ
秩父消防本部

秩父ミューズパーク
基地局

通常時
専用回線


